
  

２０１７年２月            2017 年２月号 №７ 

 観察日 2 月 22 日 

春 まだ遠い石の寝屋 

  

 太陽が出ていたのに池には 昨年は池いっぱいに広がっていた卵塊が今年は３分の１もあ

るか f 同化                ５ミリの氷が張っていました。  りません。どうしたのでしょう。天候の影響でしょうか。 

                    池の中には不思議な模様 帰ってきたニホンアカガエルが少なかったのでしょうか。 

                   どうやってできたのでしょう。 池の中の卵塊を観察すると２～３回に分けて産卵しているよ

たのかなあ。知っている人が        知っていたら 教えてください。 うに見えます。産卵後は春眠に入るそうです。 

             

   一番早く産卵した卵塊 

  周囲に藻がついていて、 

 中の胚の形も変化して 

 いるようですね。 

小さな春をみつけたよ 

  

 

 

 

 

 

フキノトウ       タネツケバナ        モチツツジの花芽 

 ここが開いて白いと雌花  十字花でナズナの仲間   産毛に包まれて       

黄色だと雄花  細長いものは実  一番新しい卵塊  

しもばしら !! 

おかえりなさい 

 ニホンアカガエル 

池の中の卵塊  


